
<<土石流発生渓流 渓流⑫の地質断面>>

高屋Ⅰ地区⑫渓流の水系は櫛形をなしており、右

岸側の主流Ａに対して、主に左岸側から多数の沢が

合流している。最も高標高のＡ断面の発生源からの

土石流は標高 350～300m の渓床の堆積物を取り込

んで肥大化し、さらにＢ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆの各断面からの

土石流が合流した。標高 250m 以下では土石流は堆

積しながら減勢し、山陽自動車道の道路盛土でほぼ

停止したが、一部がC-BOXや水路、暗渠管を通過し

て下流側へ土砂流が発生し、民家や畑に流れ込ん

だ。

Ｇ断面とＨ断面も土石流は発生したが、途中の緩

斜面や堰堤で減勢し、Ａと合流するときには、薄い土

砂流になっていた。

図 10-5 高屋Ⅰ地区⑫渓流の

土石流は停止
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図 10-4 高屋Ⅰ地区⑫渓流の断面作成位置

地質断面図

土石流は山陽自動車道の道路盛土の手

前で大部分が停止したが、一部が C-BOX

を通り抜け、畑や民家に到達した。
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図.9(2) 高屋区域（高屋Ⅱ：西側）荒廃現況図

-25-



図.11 高屋区域（高屋⑫荒廃地）における既設治山ダムの効果
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図 高屋地区 位置図抜粋
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図.12 八本松区域 荒廃現況図
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図 13-1 八本松地区③～⑧渓流
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(1) 発生区 （長さ 50m×幅 50m×深さ 1.0m）

発生源は稜線に近い 0次谷であり、複数の小規模な崩壊が複合している。山稜に平坦面（城

跡）がある。

写真 13-1 八本松地区の

写真 13-2 発生源の炭を含む２次マサ 写真 13-3 発生源のパイプとウラジロ

<1>

<2> <3>
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E

④渓流の発生源

写真 13-4 ④渓流の発生源の地下水の湧泉となった古い石造り暗渠水路跡

<4>
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写真 13-5 周辺に掘削土を排土したことを示す

<5>

写真 13-6 戦国時代の史跡であることを示す曽場ヶ城跡の看板

しゃ

<6>
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人工的な平坦面をなす稜線の曽場ヶ城跡

写真 13-7 最近まで炭焼きが行われていたことを示す看板

<7>
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(2) 流下区

土石流は渓床の岩屑堆積物を侵食しており、発達形態は高屋地区と類似している。

写真 13-8 渓床の侵食跡

写真 13-9 渓床堆積物の腐植質砂質土

<8>

写真 13-10 巨礫を含む渓床堆積物の侵食

<9>
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写真 13-11 堆積物中の水みちを示す礫

表面の水酸化鉄

写真 13-12 堆積物中の水みちを示す礫表面

の水酸化鉄

写真 13-13 土石流による巨礫を含む渓床堆積物の侵食

<10>
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